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『『ししごごとと情情報報アアイイデデムム』』  紙紙面面のの特特別別調調査査    

平平成成 2255 年年  年年間間集集計計  

～～パパーートトタタイイママーーのの募募集集時時平平均均時時給給～～  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 人と仕事研究所  

 

対前年増減額が最も増加したのは「看護師、准看護師」 

東日本で 40 円増の 1,568 円、西日本で 30 円増の 1,530 円 

●東日本エリアは、全体で 3 円増の976 円 

●西日本エリアは、全体で 10 円減の 915 円 

●東日本エリアを都県別でみると、最も高いのは東京都下の 1,061 円、 

最も低いのは群馬県の 842 円 

●西日本エリアを府県別でみると、最も高いのは大阪府の 965 円、 

最も低いのは岡山県の 796 円 

●東日本エリアで対前年増減額が最も増加したのは神奈川県の22 円 

●西日本エリアで対前年増減額が最も減少したのは岡山県の 23 円 

●東日本エリア、西日本エリアともに平均時給が最も高いのは「薬剤師」。 

対前年増減額は、東日本エリアで 19 円の減少、西日本エリアで 8 円 

の増加 

●大型商業施設オープニング時における募集時平均時給は 105 円高。 

 「オープン時給」（オープニング採用時の特別な時給）の影響が大 

 

 

 











 

＜東日本エリア／職種別平均時給＞ 

●東日本エリアのパートタイマーの募集時平均時給は 976 円 

 

平成 25 年東日本エリアのパートタイマーの募集時平均時給（24職種計）は 976 円。 

職種別にみると、平均時給が最も高いのは「2.薬剤師」で 2,101 円、次いで「1.看護師、准看護

師」1,568 円、「3.介護ヘルパー」1,007 円、「19.物品配送ドライバー」964 円、「4.保育士」940 円、

「18.娯楽場等の接客サービス員」938 円の順となっている。一方、最も低いのは「10.コンビニエ

ンスストア販売員」の 795 円で、最も高い「2.薬剤師」との間には 1,306 円の職種間格差が生じて

いる。 

上位 3 職種である「2.薬剤師」、「1.看護師、准看護師」、「3.介護ヘルパー」を除く他の 21 職種

は、いずれも平均時給が 1,000 円未満で、900 円台が 6職種、800 円台が 14 職種、700 円台が 1職

種となっている。[表 5] 
 

表 5 職種別平均時給【平均時給が高い職種順】 
 

 

職種番号 東日本エリア 24職種計 976

2 薬剤師 2,101

1 看護師、准看護師 1,568

3 介護ヘルパー 1,007

19 物品配送ドライバー 964

4 保育士 940

18 娯楽場等の接客サービス員 938

8 営業・販売事務員 909

5 医療事務員 906

12 服飾販売員 901

11 食料品販売員 895

22 清掃作業員 892

7 受付・案内事務員 888

6 一般事務員 881

9 レジ担当者 879

24 軽作業員 872

23 倉庫内作業員 871

16 飲食店調理・調理補助員 868

21 その他の製造作業員 864

13 生活用品・雑貨販売員 861

20 食料品・食品原料製造作業員 860

15 給食調理・調理補助員 853

17 飲食店接客サービス員 848

14 店頭取次ぎサービス員 828

10 コンビニエンスストア販売員 795  
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＜西日本エリア／職種別平均時給＞ 

●西日本エリアのパートタイマーの募集時平均時給は 915 円 

 

平成 25 年西日本エリアのパートタイマーの募集時平均時給（24職種計）は 915 円。 

職種別にみると、平均時給が最も高いのは「2.薬剤師」で 1,909 円、次いで「1.看護師、准看護

師」1,530 円、「3.介護ヘルパー」984 円、「18.娯楽場等の接客サービス員」943 円、「4.保育士」898

円、「19.物品配送ドライバー」890 円の順となっている。一方、最も低いのは「10.コンビニエンス

ストア販売員」の 760 円で、最も高い「2.薬剤師」との間には 1,149 円の職種間格差が生じている。 

上位 2 職種である「2.薬剤師」、「1.看護師、准看護師」を除く他の 22 職種は、いずれも平均時

給が 1,000 円未満で、900 円台が 2職種、800 円台が 18 職種、700 円台が 2 職種となっている。[表

6] 
 

     表 6 職種別平均時給【平均時給が高い職種順】 
 

        

職種番号 西日本エリア　24職種計 915

2 薬剤師 1,909

1 看護師、准看護師 1,530

3 介護ヘルパー 984

18 娯楽場等の接客サービス員 943

4 保育士 898

19 物品配送ドライバー 890

12 服飾販売員 859

21 その他の製造作業員 856

7 受付・案内事務員 852

8 営業・販売事務員 845

6 一般事務員 844

5 医療事務員 842

23 倉庫内作業員 839

24 軽作業員 833

20 食料品・食品原料製造作業員 825

22 清掃作業員 819

9 レジ担当者 811

16 飲食店調理・調理補助員 805

13 生活用品・雑貨販売員 803

11 食料品販売員 801

17 飲食店接客サービス員 801

15 給食調理・調理補助員 800

14 店頭取次ぎサービス員 788

10 コンビニエンスストア販売員 760  
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＜東日本エリア／職種別対前年平均時給増減額＞  

●最も増加したのは「看護師、准看護師」の平均時給（40 円増） 

 

東日本エリアのパートタイマーの募集時平均時給について、対前年増減額を職種別にみると、増

加幅が最も大きい職種は「1.看護師、准看護師」で 40 円増、次いで「4.保育士」の 27 円増、「3.

介護ヘルパー」の 23 円増、「16.飲食店調理・調理補助員」の 22 円増で、この 4 職種が 20 円を超

えている。一方、減少幅が最も大きい職種は「18.娯楽場等の接客サービス員」の 46円減、次いで

「2.薬剤師」の 19 円減、「6.一般事務員」の 14円減で、この 3職種が 10 円を超える減少幅となっ

ている。今回、24 職種中 19 職種で時給額が増加し、1 職種が変わらず、4 職種で減少し、24 職種

全体では 3円増加する結果となっている。[表 1、図 7] 

今年増加幅が最も大きかった「1.看護師、准看護師」は静岡県、茨城県、静岡県を除く都県で時

給額が増加した。特に神奈川県（100 円増）、千葉県（41 円増）、東京都下（36 円増）、東京都区（33

円増）の 4地域では、前年に比べ 1,600 円以上の募集が多くなっている。 

一方、46 円減と最も減少幅が大きかった「18.娯楽場等の接客サービス員」の平均時給額は、静

岡県、栃木県、群馬県、東京都下で増加したものの、千葉県で 117 円、茨城県で 60 円、神奈川県

で 47 円、東京都区で 23円減少している。東日本エリア全体で平均時給の分布をみると、今年は前

年の最多時給分布 1,100 円台（30.0％）から 800 円台（34.5％）に低下し、かつ 1,000 円以上の募

集も昨年の 59.0％から 39.8％と 19.2 ポイント低下している。（「表 1 東日本エリア 都県別・職

種別平均時給、対前年増減額」、「表 2 東日本エリア 職種別最頻値・時給分布」参照） 
 

図 7 職種別対前年平均時給増減額【時給の増加額が大きい職種順】 
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＜西日本エリア／職種別対前年平均時給増減額＞ 

 ●最も増加したのは「看護師、准看護師」の平均時給（30円増） 

 

西日本エリアのパートタイマーの募集時平均時給について、対前年増減額を職種別にみると、増

加幅が最も大きい職種は「1.看護師、准看護師」で 30 円増、次いで「21.その他の製造作業員」の

25 円増で、この 2職種が 20 円を超えている。一方、減少幅が最も大きい職種は「18.娯楽場等の接

客サービス員」で 11円減、次いで「23.倉庫内作業員」の 5円減となっており、10 円を超える減少

幅の職種は 1 職種のみであった。今回、24 職種中 21 職種で時給額が増加、3 職種で減少し、増加

した職種が多いにもかかわらず 24職種全体では 10 円減少する結果となっている。[表 3、図 8] 

今年最も増加幅が大きかった「1.看護師、准看護師」の平均時給額は、岡山県、愛媛県、滋賀県、

福岡県で減少したものの、その他の府県では増加している。具体的には奈良県で 54 円増、大阪府

で 41 円増、京都府で 38円増、兵庫県で 27円増、和歌山県で 19 円増となっている。また、西日本

エリア全体で平均時給の分布をみると、最多時給分布は前年同様 1,500 円台で変わらないが、1,600

円以上の募集は昨年の 30.1％から 38.1％と 8.0 ポイント上昇している。 

一方、11 円減と最も減少幅が大きかった「18.娯楽場等の接客サービス員」の平均時給額は、岡

山県、愛媛県、和歌山県、滋賀県、京都府、福岡県で増加したものの、兵庫県で 35 円、奈良県で

27 円、大阪府で 25 円減少している。西日本エリア全体で平均時給の分布をみると、1,000 円以上

の募集は昨年の 53.5％から 51.9％と 1.6 ポイント低下している。（「表 3 西日本エリア 府県別・

職種別平均時給、対前年増減額」、「表 4 西日本エリア 職種別最頻値・時給分布」参照） 
 

図 8 職種別対前年平均時給増減額【時給の増加額が大きい職種順】 
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＜東日本エリア／都県別平均時給比較＞ 

●東京都下の平均時給が最も高く 1,061 円 

 

都県別（東京都は都区、都下別）にパートタイマーの募集時平均時給をみると、東京都下の 1,061

円が最も高くなっている。次いで神奈川県の 1,031 円、東京都区の 1,018 円となり、1,000 円を超

える地域が 3地域となっている。以下埼玉県の 948 円、千葉県の 945 円、静岡県の 924 円、栃木県

の 875 円、茨城県の 866 円、群馬県の 842 円となっている。平均時給が最も高い東京都下と最も低

い群馬県では、219 円の地域間格差が生じている。[図 9] 

対前年平均時給の増減額をみると、神奈川県（22 円増）、千葉県（13 円増）、東京都区（3円増）

で増加し、他の都県では減少している。具体的には、群馬県が 26 円減、静岡県が 19 円減、埼玉県

が 7 円減、茨城県が 6円減、東京都下と栃木県が 5円減となっている。[図 10] 
 

24 職種全体の集計データ数を 100％として、職種合計に占める各職種の比率を見てみると、最も

比率が高いのは「22.清掃作業員」で 12.2％。この比率を前年と比較した増減幅（H25-H24）でみる

と最も比率が高まったのが「11.食料品販売員」で＋2.2％、最もマイナス幅が大きかったのが「1.

看護師、准看護師」で－0.8％となっている。[表 11] 

今回、東日本エリア全体の平均時給額が増加している要因のひとつとして、平均時給額が高い上

位 3 職種「2.薬剤師（2,101 円）」「1.看護師、准看護師（1,568 円）」「3.介護ヘルパー（1,007 円）」

の比率や増減幅の変化が影響している。東日本エリア全体で「1.看護師、准看護師」－0.8％、「2.

薬剤師」－0.2％、「3.介護ヘルパー」－0.1％と比率は低下しているが、東京都区、神奈川県では

上記 3職種の平均時給額が前年に比べすべて増加している。また、東京都下、埼玉県、千葉県では

「2.薬剤師」の平均時給額は減少しているが、他の 2職種は増加している。さらに、上記 3職種を

除いた21職種中減少した職種が2～4職種と少なく、もともと平均時給額が高い神奈川県（22円増）、

千葉県（13 円増）、東京都区（3 円増）の 3 地域の平均時給額の増加も、東日本全体の平均時給額

を押し上げる一因となっている。[表 11] 
 
図 9 都県別平均時給【時給が高い都県順】 
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図 10 都県別対前年平均時給増減額【時給の増加額が大きい都県順】 

 

 

 

表 11 職種別データ数比率対前年比較【東日本エリア】 

職種 東京都 都区 都下 神奈川県 埼玉県 千葉県 茨城県 群馬県 栃木県 静岡県

番号 Ｈ25 Ｈ24 増減 増減 増減 増減 増減 増減 増減 増減 増減 増減 増減

1 8.1 8.9 -0.8 -0.7 0.2 -2.9 -0.3 -1.4 0.0 -0.6 0.0 -0.1 -2.3 

2 2.7 2.9 -0.2 -0.4 -0.6 0.4 0.0 -0.3 0.5 -0.7 -1.0 -1.2 -0.8 

3 6.0 6.1 -0.1 -0.2 -0.4 0.3 1.0 -0.2 -1.0 0.0 -1.9 0.6 -0.4 

4 2.2 2.5 -0.3 -0.7 -0.9 -0.1 -0.4 0.3 -0.2 0.3 -2.4 0.4 -0.4 

5 2.3 2.3 0.0 -0.2 0.1 -0.7 0.3 -0.2 0.5 0.0 0.9 -0.2 0.4

6 4.1 4.6 -0.5 -1.4 -1.7 -0.6 -0.8 -0.3 0.4 0.6 0.9 -1.5 0.0

7 2.1 2.1 0.0 -0.2 -0.2 -0.2 0.7 0.3 0.2 -2.0 0.5 0.4 -0.9 

8 2.4 1.9 0.5 1.0 1.6 -0.6 0.1 0.1 0.2 2.3 -1.5 0.2 0.7

9 4.0 3.2 0.8 1.5 1.3 2.0 0.4 0.8 0.9 0.2 -1.5 0.3 0.0

10 2.6 2.3 0.3 0.0 0.0 0.1 0.1 0.4 0.5 0.1 0.5 0.7 0.1

11 11.5 9.3 2.2 5.4 6.0 4.1 0.4 1.1 2.5 0.6 1.8 -1.7 -2.7 

12 1.4 1.4 0.0 0.1 0.2 -0.1 0.0 -0.2 -0.1 0.1 0.1 -0.4 0.3

13 2.3 2.6 -0.3 0.0 -0.1 0.1 -0.7 -0.3 -0.6 -1.7 3.4 2.1 -0.4 

14 1.6 1.2 0.4 0.1 0.2 -0.1 -0.3 0.1 0.0 5.5 -0.2 -1.0 -0.2 

15 9.0 9.6 -0.6 -1.7 -2.4 0.0 -0.4 -0.8 0.7 -1.4 -0.8 -0.6 3.2

16 3.4 3.9 -0.5 -1.1 -1.5 -0.2 -0.4 -0.2 0.2 -1.2 1.0 0.5 -0.5 

17 5.5 6.2 -0.7 -0.8 -0.6 -1.1 0.1 0.0 -1.9 -2.9 -5.6 -0.4 2.2

18 1.2 1.9 -0.7 0.0 0.1 0.0 -0.1 -0.6 -2.6 -1.5 -1.7 -1.1 0.0

19 1.7 1.4 0.3 0.5 0.8 -0.5 0.2 -0.3 -0.4 1.5 -0.7 0.1 2.2

20 4.1 3.9 0.2 0.1 0.0 0.1 -0.4 0.5 -0.2 1.6 3.7 1.0 -0.5 

21 1.9 1.8 0.1 -0.1 -0.1 -0.1 0.1 0.4 -0.1 0.2 -0.7 0.3 -0.3 

22 12.2 12.6 -0.4 -1.3 -1.9 0.2 0.5 0.5 0.6 -2.8 3.4 -0.2 -0.3 

23 5.8 5.4 0.4 0.3 0.4 0.2 -0.2 0.5 0.4 1.2 1.9 1.8 1.1

24 1.9 2.0 -0.1 -0.2 0.0 -0.5 0.0 -0.1 -0.2 0.4 0.3 0.2 -0.3 
（％）

東日本計
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＜西日本エリア／府県別平均時給比較＞ 

◎大阪府の平均時給が最も高く 965 円 

 

府県別に平均時給をみると、大阪府の 965 円が最も高く、次いで奈良県の 931 円、兵庫県の 910

円となっている。これに京都府の 894 円が続き、滋賀県が 845 円、和歌山県が 826 円、福岡県が 822

円、愛媛県が 801 円、岡山県が 796 円となっている。平均時給が最も高い大阪府と最も低い岡山県

では 169 円の地域間格差が生じている。[図 12]  

対前年平均時給の増減額をみると、愛媛県（20 円増）、福岡県（16 円増）、滋賀県（11円増）、和

歌山県（3 円増）で増加し、他の府県では前年に比べ減少している。減少幅が最も大きい府県は岡

山県で 23 円減。次いで奈良県が 18 円減、兵庫県が 10 円減、大阪府が 9 円減、京都府が 5 円減と

なっている。[図 13] 
 

24 職種全体の集計データ数を 100％として、職種合計に占める各職種の比率を見てみると、最も

比率が高い「22.清掃作業員」が 11.1％。この比率を前年と比較した増減幅（H25-H24）でみると最

も比率が高まったのが「22.清掃作業員」で＋0.9％、最もマイナス幅が大きかったのが「1.看護師、

准看護師」で－1.9％となっている。[表 14] 

今回、西日本エリア全体の平均時給額が減少している要因のひとつとして、平均時給額が高い上位 3

職種「2.薬剤師（1,909 円）」「1.看護師、准看護師（1,530 円）」「3.介護ヘルパー（984 円）」の比

率の低下が挙げられる。西日本エリア全体で「1.看護師、准看護師」が－1.9％、「3.介護ヘルパー」

が－0.9％、「2.薬剤師」が－0.5％と比率が低下。「1.看護師、准看護師」は愛媛県を除くすべての

府県で比率が低下し、平均時給額が高い奈良県（－4.4％）、大阪府（－1.8％）、兵庫県（－1.2％）

で比率が大きく低下している。さらに上記 3 職種合計の比率を見てみると、奈良県で－5.8％、大

阪府で－3.4％、京都府で－2.4％、兵庫県で－2.2％と比率が大きく低下していることなどから、

奈良県（18 円減）、兵庫県（10 円減）、大阪府（9円減）、京都府（5円減）で平均時給額が減少し、

西日本エリア全体の平均時給額を押し下げる一因となっている。[表 14] 
 

図 12 府県別平均時給【時給が高い府県順】】 
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図 13 府県別対前年平均時給増減額【時給の増加額が大きい府県順】】 

 

 

 

表 14 職種別データ数比率対前年比較【西日本エリア】 

職種 大阪府 兵庫県 京都府 奈良県 和歌山県 滋賀県 岡山県 愛媛県 福岡県

番号 Ｈ25 Ｈ24 増減 増減 増減 増減 増減 増減 増減 増減 増減 増減

1 6.7 8.6 -1.9 -1.8 -1.2 -0.8 -4.4 -1.6 -0.3 -1.0 0.4 -2.7 

2 3.2 3.7 -0.5 -0.8 -0.5 -0.7 1.3 0.5 0.6 0.3 － 0.5

3 5.6 6.5 -0.9 -0.8 -0.5 -0.9 -2.7 -0.1 -0.5 0.2 -0.1 0.5

4 1.1 0.8 0.3 0.5 0.4 0.3 0.0 0.0 0.5 -0.1 -0.2 -0.2 

5 3.5 3.7 -0.2 -0.4 -0.2 0.0 0.0 0.0 0.1 0.2 -0.1 1.8

6 4.2 4.3 -0.1 -0.2 0.2 -0.5 0.4 0.1 -1.1 1.5 -0.7 1.3

7 2.0 2.0 0.0 0.3 -0.3 -0.9 -0.6 -0.3 1.0 1.6 -0.8 0.7

8 3.1 2.6 0.5 0.5 0.0 -0.2 3.2 1.5 0.2 -2.2 0.8 1.1

9 3.6 3.3 0.3 0.6 -0.2 0.3 1.8 -0.9 -1.8 0.9 -1.1 1.0

10 2.8 2.6 0.2 0.1 0.5 0.0 2.1 -0.2 -1.3 -0.3 -2.8 -0.9 

11 7.3 7.5 -0.2 -0.4 0.3 0.1 -0.1 1.7 -3.3 -4.4 1.6 -1.1 

12 1.6 1.5 0.1 0.1 -0.1 -0.1 0.0 0.9 -0.3 -0.7 0.1 -0.6 

13 1.8 2.1 -0.3 -0.5 -0.4 -0.5 -0.7 -0.7 0.7 1.5 0.5 0.4

14 1.3 1.3 0.0 0.0 -0.5 0.9 -1.1 0.1 1.3 1.2 -0.5 -0.8 

15 9.2 9.0 0.2 -0.1 -0.3 0.1 1.6 1.3 2.6 0.0 0.2 2.3

16 3.8 3.8 0.0 0.4 -0.6 -0.6 -1.5 -1.1 -0.4 3.0 1.2 2.0

17 7.6 7.4 0.2 0.5 0.7 -0.6 1.4 -2.8 -0.3 -7.0 -3.8 0.2

18 2.2 2.1 0.1 0.1 0.2 0.0 -1.0 -2.9 -0.4 0.3 2.8 0.0

19 1.9 1.6 0.3 0.2 -0.3 0.8 0.2 2.3 -0.5 0.2 -0.8 0.2

20 5.1 4.8 0.3 0.2 -0.5 0.8 -1.5 3.4 0.2 1.6 3.6 -1.2 

21 2.8 2.8 0.0 -0.1 -0.1 0.8 1.3 -1.6 0.7 -0.1 -0.1 0.0

22 11.1 10.2 0.9 1.5 0.3 2.2 0.1 0.2 0.5 3.6 1.2 0.4

23 6.5 5.8 0.7 0.0 3.4 -0.7 -0.2 0.7 1.4 0.4 -1.5 -4.3 

24 1.9 1.9 0.0 0.3 -0.4 0.0 0.4 -0.1 0.1 -0.5 0.1 -0.4 
（％）

西日本計
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＜大型商業施設のオープニングにおける募集時平均時給について＞ 

●大型商業施設オープニング時における募集時平均時給は 105 円高 

 

大型商業施設のオープニングには、短期間に多くの人材を充足させる必要がある。そのため、募

集時の時給額をより高く設定し応募効果を高めようとする動きが、開設地域の募集時の時給相場を

引き上げているのではないかという声もある。 

そこで、通常、本レポートの集計には含めない「特集号」（当社において、大型商業施設のオー

プニングに伴う発行企画をいう）紙面データを活用し、「しごと情報アイデム」と比較を行った。 

なお、比較を行うにあたり、大型商業施設での募集が多い「12.服飾販売員」「13.生活用品・雑

貨販売員」「16.飲食店調理・調理補助員」「17.飲食店接客サービス員」に絞って集計を行った。 

また、比較集計においてある程度のサンプル数を必要とするため、東日本エリア全体のデータを

利用し比較を行っている。 
 

 「特集号」データと前述の「しごと情報アイデム」データを比較してみると、「12.服飾販売員」

で 66 円、「13.生活用品・雑貨販売員」で 33 円、「16.飲食店調理・調理補助員」で 100 円、「17.飲

食店接客サービス員」で 177 円と 4 職種ともに「特集号」の平均時給額が高く、4職種計でみると

105 円（12.2％）高くなっている。[表 15、表 16] 
 

表 15 「特集号」東日本エリア（全体） 

12 服飾販売員 800 ～ 1,500 900 967 446
13 生活用品・雑貨販売員 780 ～ 1,300 900 894 255
16 飲食店調理・調理補助員 750 ～ 1,600 900 968 282
17 飲食店接客サービス員 800 ～ 1,300 1,200 1,025 315

上記４職種計 750 ～ 1,600 900 967 1,298

最頻値 平均値 ｻﾝﾌﾟﾙ数No 職      種 最低値 ～ 最高値

 
 

表 16 「しごと情報アイデム」東日本エリア（全体） 

12 服飾販売員 707 ～ 1,500 900 901 2,087
13 生活用品・雑貨販売員 700 ～ 1,200 850 861 3,338
16 飲食店調理・調理補助員 700 ～ 1,500 850 868 4,999
17 飲食店接客サービス員 699 ～ 1,500 850 848 8,105

上記４職種計 699 ～ 1,500 850 862 18,529

平均値 ｻﾝﾌﾟﾙ数No 職      種 最低値 ～ 最高値 最頻値

 

 

 募集時時給データの中には、オープン時給と呼ばれる時給額サンプルも含まれている。 

オープン時給とは、店舗をオープンするにあたり、開店前までに人員を充足させるためや、開店

時の忙しさに対する繁忙手当の意味合いなど、通常の時給額よりも上乗せしてある時給額のことで

ある。募集企業によって異なるが、上乗せ金額は 100 円～300 円、上乗せ期間は 1～3ヶ月の募集が

多い。 

 「特集号」におけるオープン時給のサンプル数は406件で、全体の1,298件に占める割合は31.3％。

「しごと情報アイデム」におけるオープン時給のサンプル数は 465 件で、全体の 18,529 件に占め

る割合は 2.5％と、「特集号」におけるオープン時給の割合の高さが際立っている。[図 14、図 15] 

 



 

図 14 「特集号」オープン時給割合  図 15 「しごと情報」オープン時給割合 
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オープン時給額を「特集号」と「しごと情報アイデム」データで比較してみると、「12.服飾販売

員」で 35円、「13.生活用品・雑貨販売員」で 58 円、「16.飲食店調理・調理補助員」で 39 円、「17.

飲食店接客サービス員」で 90 円と 4職種ともに「特集号」の平均時給額が高く、4職種計でみると

69 円（6.7％）高くなっている。[表 17、表 18] 
 

表 17 「特集号」東日本エリア（オープン時給） 

12 服飾販売員 950 ～ 1,500 1,000 1,100 113
13 生活用品・雑貨販売員 880 ～ 1,300 1,000 1,013 22
16 飲食店調理・調理補助員 870 ～ 1,600 1,200 1,095 105
17 飲食店接客サービス員 900 ～ 1,300 1,200 1,119 166

上記４職種計 870 ～ 1,600 1,200 1,102 406

No 職      種 最低値 ～ 最高値 最頻値 平均値 ｻﾝﾌﾟﾙ数

 
 

表 18 「しごと情報アイデム」東日本エリア（オープン時給） 

12 服飾販売員 950 ～ 1,500 1,000 1,065 98
13 生活用品・雑貨販売員 810 ～ 1,200 950 955 79
16 飲食店調理・調理補助員 820 ～ 1,220 1,200 1,056 152
17 飲食店接客サービス員 805 ～ 1,200 1,000 1,029 136

上記４職種計 805 ～ 1,500 1,000 1,033 465

No 職      種 最低値 ～ 最高値 最頻値 平均値 ｻﾝﾌﾟﾙ数

 

 

一方、オープン時給額を除いたサンプルを「特集号」と「しごと情報アイデム」データで比較し

てみると、「12.服飾販売員」で 29 円、「13.生活用品・雑貨販売員」で 25 円、「16.飲食店調理・調

理補助員」で 30 円、「17.飲食店接客サービス員」で 74 円と 4職種ともに「特集号」の平均時給額

が高く、4 職種計でみると 48 円（5.6％）高くなっている。[表 19、表 20] 

 「特集号」に掲載される募集は、オープンまでに人材を充足させなければならない。ゆえに採用

ニーズが高く、通常の募集よりも高い時給額の募集が多くなっている。また、さらに応募効果を高

めるため、オープン時給を設定した募集が占める割合も高く、これが「特集号」の平均時給額を押

し上げている。 



 

表 19 「特集号」東日本エリア（オープン時給除く） 

12 服飾販売員 800 ～ 1,200 900 922 333
13 生活用品・雑貨販売員 780 ～ 1,000 900 883 233
16 飲食店調理・調理補助員 750 ～ 1,100 900 892 177
17 飲食店接客サービス員 800 ～ 1,250 900 919 149

上記４職種計 750 ～ 1,250 900 905 892

No 職      種 最低値 ～ 最高値 最頻値 平均値 ｻﾝﾌﾟﾙ数

 
 

表 20 「しごと情報アイデム」東日本エリア（オープン時給除く） 

12 服飾販売員 707 ～ 1,200 900 893 1,989
13 生活用品・雑貨販売員 700 ～ 1,200 850 858 3,259
16 飲食店調理・調理補助員 700 ～ 1,500 850 862 4,847
17 飲食店接客サービス員 699 ～ 1,500 850 845 7,969

上記４職種計 699 ～ 1,500 850 857 18,064

平均値 ｻﾝﾌﾟﾙ数No 職      種 最低値 ～ 最高値 最頻値

 

 

【調査方法】 
株式会社アイデムでは、自社で発行している新聞折込求人紙『しごと情報アイデム』の紙面から、 

職種・賃金等を調べ、そのデータベースを作成している。本調査では下記条件のデータを集計した。 

■集計対象データ 

①エリア：当社営業エリア内における東日本エリア、西日本エリア 

東日本（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県、茨城県、群馬県、栃木県、静岡県） 

西日本（大阪府、兵庫県、京都府、奈良県、和歌山県、滋賀県、岡山県、愛媛県、福岡県） 

②期間：平成 25年 1 月～12 月第 1週、第 3週発行分 

前年分は平成 24年 1 月～12 月第 1週、第 3週発行分 

但し、岡山県は平成 24年 5 月第 3週、愛媛県は平成 24年 6 月第 3週発行分から 

③雇用形態：パートタイマーまたはアルバイト 

④賃金形態：時給 

⑤「しごと情報アイデム」紙面に掲載が多い 24職種を抜粋 

⑥勤務時間帯：9時～17 時を含む勤務時間帯の時給を集計 

■集計対象データ数 

「しごと情報アイデム」紙面 

平成 25 年 東日本エリア 146,889 西日本エリア 91,567 

平成 24 年 東日本エリア 136,239 西日本エリア 84,751 

「特集号」 

平成 25 年 東日本エリア 1,298 

 

※平成 25年と平成 24年で集計対象地域に一部変更があったため、平成 25 年の集計対象地域に 

合わせ平成 24 年のデータを再集計しています。平成 24 年年間集計の時給表の集計地とは一部異 

なる場合がありますので、ご注意ください。 


